
　

一
九
七
五
年
に
第
一
回
世
界
女
性
会
議
が
メ
キ
シ

コ
で
開
か
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
時
、
遠
い
と

こ
ろ
で
女
性
解
放
運
動
の
鐘
が
鳴
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
ほ
ど
気
に
も
留
め
な
い
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二

回
、
三
回
と
情
報
が
入
る
に
つ
れ
て
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
伝
統
的
な
性
役
割
を
変
え
よ

う
と
国
境
を
越
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
運
動
で
あ
る

こ
と
、
平
和
・
開
発
・
平
等
の
三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
に
二
○
○
○
年
に
向
け
て
女
性
の
地
位
向
上
の

た
め
全
世
界
の
女
性
が
手
を
つ
な
ご
う
と
い
う
呼
び

か
け
で
あ
る
こ
と
と
分
か
り
、
こ
れ
は
山
形
の
女
性

に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
で
あ
る
と
思
っ
た
。

　

世
界
の
女
性
と
共
通
の
悩
み
を
語
り
、
解
決
し
て

い
く
場
で
あ
る
第
四
回
世
界
女
性
会
議
が
北
京
で
開

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
そ
の
中
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議

に
参
加
し
よ
う
と
思
い
、
ニ
ー
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員

二
十
名
と
と
も
に
出
席
し
た
。
百
九
十
カ
国
か
ら
四

万
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
大

会
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
二
○
○
○
年
に
向
け
た
将

来
戦
略
「
北
京
宣
言
」
の
行
動
綱
領
が
採
択
さ
れ
た
。

「
女
性
と
健
康
」「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」「
女
性
の
人

権
」「
女
性
と
メ
デ
ィ
ア
」「
女
児
」
な
ど
十
二
の
重

大
問
題
領
域
が
設
定
さ
れ
、
具
体
的
な
行
動
計
画
が

提
案
さ
れ
、
各
国
代
表
が
目
標
実
現
へ
向
け
た
ス

ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
日
本
代
表
は
女
性
大
臣
が
い
な

い
た
め
、
官
房
長
官
が
女
性
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
行
っ
た
が
、
女
性
の
地
位
の
低
さ
の
実
態
を
世
界

に
知
ら
せ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
は
推

進
本
部
を
設
置
し
、
一
九
九
六
年
に
「
男
女
共
同
参

画
二
○
○
○
年
プ
ラ
ン
」
を
決
定
し
た
の
で
、
国
際

的
な
約
束
を
果
た
し
た
と
言
え
ま
す
。

　

現
在
、
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
「
男
女
共
同
参

画
基
本
法
」（
仮
称
）
策
定
に
先
立
っ
て
、
各
界
有
識

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
意
見
聴
取
が
あ
っ
た
。

そ
の
中
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
に
つ
い
て
の
知

識
を
問
う
質
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
男
女
共
同
参

画
推
進
本
部
」（
本
部
長
・
内
閣
総
理
大
臣
）
を
設
置

し
、
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活

動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
男
女
が
均
等
に

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
も
に
責
任
を
担
う
べ
き
社

会
を
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
で
、「
知
っ
て
い
る
」
と

答
え
た
人
は
自
治
体
首
長
で
七
八
％
、
行
政
官
で
七

七
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
意
外
に
も
女
性
有
識
者
は

三
六
％
、
企
業
経
営
者
は
二
二
％
と
半
分
に
も
満
た

な
い
結
果
と
な
っ
た
。
男
女
平
等
問
題
に
関
心
が
薄

い
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
啓
発
活
動
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
の
だ
っ
た
。

　
「
新
や
ま
が
た
ひ
ゅ
ー
ま
ん
ら
い
ふ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
略
称
・
ニ
ー
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
は
県
が
策
定
し
た

「
新
や
ま
が
た
女
性
プ
ラ
ン
」の
目
標
達
成
を
果
た
す

実
践
団
体
と
し
て
誕
生
し
た
。
事
業
は
、
三
つ
の
領

域
部
会
、
四
つ
の
地
区
部
会
、
特
別
部
会
の
計
八
部

会
が
核
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
。
北
京
世
界
女
性

会
議
に
出
席
し
た
会
員
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
課

題
を
掘
り
起
こ
し
問
題
点
を
取
り
上
げ
、
山
形
版
の

行
動
綱
領
を
作
ろ
う
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
た
。
北
京
で
燃
え
た
会
員
の
思
い
入
れ
は
激
し

く
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
議
論
を
戦

わ
せ
な
が
ら
、
北
京
会
議
の
行
動
綱
領
の
精
神
を
受

け
継
ぐ
こ
と
、
地
域
の
問
題
と
自
分
自
身
の
課
題
と

を
重
ね
る
こ
と
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
基
本
的
考
え
を
中
心
に
据
え

て
作
業
に
当
た
っ
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
人
権

の
尊
重
」「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」を
挙
げ
た
。

貧
困
、
労
働
、
環
境
、
暴
力
、
参
画
、
メ
デ
ィ
ア
、

教
育
、
福
祉
の
八
領
域
に
分
け
、
課
題
、
問
題
点
を

分
析
し
、
今
後
の
取
り
組
み
が
分
か
り
易
い
も
の
に

な
る
よ
う
に
努
め
た
。
男
女
共
同
参
画
の
阻
害
要
因

と
な
っ
て
い
る
社
会
制
度
、
慣
行
の
見
直
し
、
意
識

の
改
革
、
男
女
雇
用
の
機
会
均
等
と
均
等
な
待
遇
の

確
保
、
学
習
機
会
の
充
実
、
政
策
方
針
決
定
過
程
へ

の
女
性
の
参
画
が
拡
大
さ
れ
る
要
望
を
入
れ
な
が

ら
、
行
動
綱
領
の
県
版
報
告
書
を
四
年
が
か
り
で

作
っ
た
。
今
年
は
、
平
成
十
三
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す

る
県
の
「
女
性
プ
ラ
ン
」
の
改
定
作
業
に
入
る
年
に

当
た
る
が
、
そ
の
作
業
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
し
、世
界
の
女
性
と
心
を
通
わ
せ
、平
和
・
開
発
・

平
等
の
世
界
づ
く
り
に
参
画
し
よ
う
。
二
○
○
○
年

に
は
第
五
回
世
界
女
性
会
議
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開

か
れ
る
。「
み
ん
な
が
幸
せ
な
、
社
会
の
た
め
に
」。

女
性
よ
！
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し
よ
う
。

（
新
や
ま
が
た
ひ
ゅ
ー
ま
ん
ら
い
ふ
フ
ォ
ー
ラ
ム
代

表
）
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女
性
よ
、

　

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し
よ
う
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